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日
本
漢
字
能
力
検
定
協
会
に
対
す
る
文
部
科
学
省
の
指
導
監
督
並
び
に
一
連
の
不
祥
事
に
係
る
同
協
会
の
説
明

等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

「
政
府
答
弁
書
一
」
（
内
閣
衆
質
一
七
一
第
一
五
〇
号
）
及
び
「
政
府
答
弁
書
二
」
（
内
閣
衆
質
一
七
一
第
一
九
五
号
）
を

踏
ま
え
、
質
問
す
る
。

一

財
団
法
人
日
本
漢
字
能
力
検
定
協
会
（
以
下
、
「
漢
検
協
会
」
と
い
う
。
）
が
漢
字
能
力
検
定
試
験
を
通
じ
て
多
額
の
利

益
を
上
げ
て
い
る
と
し
、
本
年
二
月
九
日
、
文
部
科
学
省
は
「
漢
検
協
会
」
に
立
ち
入
り
検
査
を
実
施
し
た
。
「
漢
検
協

会
」
に
つ
い
て
は
、
各
種
報
道
に
よ
り
、
利
益
の
一
部
が
大
久
保
昇
理
事
長
一
族
の
墓
と
同
一
区
画
に
あ
る
「
漢
検
協
会
」

の
供
養
塔
の
建
設
に
充
て
ら
れ
る
等
、
「
漢
検
協
会
」
の
活
動
と
関
係
が
な
く
、
公
益
性
も
な
い
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
右
に
つ
い
て
文
科
省
は
、
「
政
府
答
弁
書
一
」
で
「
文
部
科
学
省
に
お
い
て
は
、
御
指
摘
の
財
団

法
人
日
本
漢
字
能
力
検
定
協
会
（
以
下
「
協
会
」
と
い
う
。
）
の
不
祥
事
に
つ
い
て
、
協
会
か
ら
事
実
関
係
を
聴
取
し
、
そ

の
内
容
の
整
理
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
右
答
弁
に
あ
る
整
理
作
業
は
現
在
ど
の
様
な
進

捗
状
況
に
あ
る
か
説
明
さ
れ
た
い
。

二

本
年
三
月
九
日
の
新
聞
報
道
に
よ
る
と
、
大
久
保
理
事
長
は
評
議
員
会
に
お
い
て
「
謝
り
た
く
な
い
の
で
会
見
は
し
な

一



い
」
旨
の
発
言
を
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
今
回
の
一
連
の
不
祥
事
に
つ
き
、
大
久
保
理
事
長
は
じ
め
「
漢
検
協
会
」

は
、
自
ら
き
ち
ん
と
し
た
説
明
責
任
を
果
た
し
て
い
る
と
文
科
省
は
認
識
し
て
い
る
か
。

三

本
年
三
月
十
日
、
文
科
省
は
「
漢
検
協
会
」
に
対
し
、
漢
字
能
力
検
定
試
験
の
検
定
料
引
き
下
げ
や
関
係
四
企
業
と
の
取

引
の
あ
り
方
の
検
証
、
理
事
会
・
監
事
・
評
議
員
会
の
人
員
構
成
見
直
し
の
実
施
及
び
外
部
監
査
導
入
の
検
討
、
四
月
十
五

日
ま
で
の
改
善
報
告
書
の
提
出
等
、
抜
本
的
な
運
営
改
善
を
求
め
る
通
知
を
出
し
た
と
承
知
す
る
。
「
漢
検
協
会
」
に
よ
る

改
善
報
告
書
の
内
容
が
不
十
分
で
、
「
漢
検
協
会
」
と
し
て
自
浄
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
見
ら
れ
な
い
場
合
、
財
団
法
人

の
資
格
を
取
り
消
す
と
い
う
厳
し
い
措
置
を
と
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
、
文
科
省
の
見
解
如
何
。

四

一
般
に
、
財
団
法
人
等
の
公
益
法
人
が
過
剰
な
利
益
を
上
げ
た
場
合
、
そ
れ
を
規
制
し
、
改
善
策
を
講
ず
る
こ
と
を
義
務

づ
け
る
法
制
度
は
あ
る
か
。

五

「
漢
検
協
会
」
が
公
益
法
人
と
し
て
税
制
上
の
優
遇
を
受
け
て
お
き
な
が
ら
も
多
額
の
利
益
を
上
げ
、
そ
れ
を
業
務
と
の

関
連
性
が
薄
く
、
公
益
性
も
な
い
事
業
を
行
い
、
浪
費
す
る
こ
と
を
許
す
の
な
ら
、
そ
の
利
益
を
国
庫
に
納
め
さ
せ
る
等
の

措
置
を
と
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
文
科
省
、
ひ
い
て
は
政
府
の
見
解
如
何
。

六

「
漢
検
協
会
」
は
、
そ
の
年
一
年
の
世
相
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
漢
字
一
字
を
日
本
全
国
よ
り
公
募
し
、
そ
の
中
で
最
も
応
募

二



数
の
多
か
っ
た
漢
字
一
字
を
そ
の
年
の
世
相
を
表
す
漢
字
と
し
て
選
定
し
、
京
都
府
京
都
市
東
山
区
の
清
水
寺
の
貫
主
の
毛

筆
に
よ
っ
て
毎
年
十
二
月
十
二
日
の
「
漢
字
の
日
」
に
発
表
し
て
い
る
が
、
右
の
「
今
年
の
漢
字
」
事
業
は
、
「
漢
検
協

会
」
が
行
う
事
業
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
と
文
科
省
は
認
識
し
て
い
る
か
。

七

「
政
府
答
弁
書
二
」
で
は
、
「
今
年
の
漢
字
」
の
揮
毫
が
一
九
九
五
年
以
来
、
一
貫
し
て
京
都
市
の
清
水
寺
森
清
範
貫
主

に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
森
貫
主
に
対
し
て
「
漢
検
協
会
」
か
ら
報
酬
が
支
払
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
「
お
尋
ね
の
報
酬

額
に
つ
い
て
は
、
清
水
寺
貫
主
森
清
範
氏
が
協
会
の
理
事
で
あ
る
と
し
て
も
、
先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
一
年
三
月
六
日
内

閣
衆
質
一
七
一
第
一
五
〇
号
）
四
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
当
事
者
の
契
約
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、

個
人
に
関
す
る
情
報
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
答
え
は
差
し
控
え
た
い
。
」
と
、
文
科
省
と
し
て
そ
の
報
酬
額
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
少
な
く
と
も
文
科
省
と
し
て
、
「
今
年
の
漢
字
」
の
揮
毫
に
関
し

て
「
漢
検
協
会
」
か
ら
森
貫
主
に
支
払
わ
れ
て
い
る
報
酬
額
を
承
知
し
て
い
る
も
の
と
理
解
し
て
良
い
か
。
確
認
を
求
め

る
。

八

「
政
府
答
弁
書
二
」
で
は
「
文
部
科
学
省
と
し
て
は
、
清
水
寺
貫
主
森
清
範
氏
は
、
平
成
十
九
年
四
月
か
ら
協
会
の
非
常

勤
の
理
事
で
あ
り
、
協
会
か
ら
同
氏
に
対
し
て
、
旅
費
及
び
日
当
は
除
き
、
理
事
と
し
て
の
報
酬
は
一
切
支
払
わ
れ
て
い
な

三



い
と
聞
い
て
い
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
「
漢
検
協
会
」
か
ら
森
貫
主
に
対
し
て
ど
の
様
な
場
合
に
旅
費
、

日
当
が
支
払
わ
れ
る
の
か
、
文
科
省
と
し
て
承
知
し
て
い
る
か
。

九

理
事
と
し
て
の
報
酬
は
支
払
わ
れ
て
い
な
い
に
せ
よ
、
公
益
法
人
で
あ
る
「
漢
検
協
会
」
の
理
事
を
務
め
て
い
る
以
上
、

ま
た
、
「
漢
検
協
会
」
の
一
連
の
不
祥
事
が
こ
れ
だ
け
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
て
も
、
「
今
年
の
漢

字
」
の
揮
毫
に
係
る
森
貫
主
へ
の
報
酬
額
に
つ
い
て
も
、
国
民
に
対
し
て
何
ら
か
の
説
明
を
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か
。
文
科
省
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

四


